
（参考）安全対策⽴案時に考慮すべき事項（野外活動・学外活動共通） 
 
影響が⼤きく、特筆して記載が必要と思われる安全対策については実施計画書等に盛り込むこと 
 
＜実施計画について＞ 

□ 余裕を持った⽇程、計画となっているか 
□ 同⾏する指導者数は適当であるか 
□ 事前の安全教育を予定しているか 
□ 過去の事故、ヒヤリハット事例の確認を⾏ったか  

＜実習先について＞ 
□ ⾮常⼝、避難経路、避難場所の確認を⾏っているか 
□ 訪問先の職員、規程、⽅針に従うこと  

＜移動について＞ 
□ 現地までの移動⼿段は適当か 
□ 夜間の移動等の危険な時間帯となっていないか 
□ 交通量の把握を⾏っているか  

＜屋外での活動について＞ 
□ 危険性の把握、下⾒は⾏っているか 
□ 近隣の病院、警察等の場所の確認を⾏っているか 
□ 携帯電話の通信エリア等問題がないか 
□ 危険動植物、ハチ情報等の確認を⾏っているか 
□ 現地の気象情報の確認を事前に⾏っているか 
□ 熱中症対策等留意しているか（⽔分、塩分補給、⽇陰） 
□ 活動中の点呼を⾏うこと 
□ 単独⾏動をしないこと（集団⾏動を原則とする）  

＜許可関係について＞ 
□ 訪問先の許可は得ているか 
□ 伐採、収集等を⾏う場合の所有者の許可は得ているか 
□ インタビュー・アンケート・撮影等を⾏う場合の使⽤許可・撮影許可は得ているか 
□ 警察・消防・⾃治体の許可は得ているか  

＜対⼈トラブルについて＞ 
□ 聞き取り、インタビュー時の個⼈情報、配慮事項の取り扱いに留意しているか 
□ ⼦供を対象とした実習時の安全を確保しているか（危険物（ハサミ）等を置きっぱなしにしない等） 
□ 聞き取り、インタビューの対象者と、⼆⼈きりで通信⼿段を確保できない状況になっていないか  

＜持病対応等について＞ 
□ アレルギー、持病、服薬中、通院中などの確認は⾏っているか（保険証、薬、エピペン持参）  

＜感染症対策について＞ 
□ 基本的な感染症対策は実施されているか 

（健康観察、マスクの着⽤、⼿指消毒、換気、ワクチン接種、ソーシャルディスタンスの確保等） 
□ 実習先から求められる必要な予防接種を⾏っているか（⿇疹のワクチン接種等）  

＜服装について＞ 
□ 装備、安全保護具の準備は⾏っているか（ライフジャケット、安全靴、軍⼿・⼿袋、ヘルメット等） 
□ 服装は適切か（防寒、⽇よけ、⾬・⾍よけ、リュックで展⽰物を壊す、アクセサリー等混⼊等） 
□ 機械を使⽤する場合、機械に巻き込まれないような服装となっているか  

＜持参物について＞ 
□ ファーストエイドキット、毒吸引器（ポイズンリムーバー）等の準備、点検を⾏っているか 
□ 携帯電話、トランシーバー等の通信⼿段を確保しているか 
□ 携帯電話のモバイルバッテリー、予備バッテリー等の準備を⾏っているか  

＜トラブル発⽣時の対応について＞ 
□ トラブル発⽣時の役割分担を決めているか 
□ 緊急時の保護者の連絡先を把握しているか 
□ 必要な保険（学研災、付帯賠責等）に加⼊しているか 

 


